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8 月 26 日  第 66 号  
 

第２０回 ホワイトコンサート開催  

(音でつながる五領の絆） 

高槻市市民避難訓練（南東地域）  

11月 26日に五領小学校、五領中学校の 2か所を訓練会

場として避難訓練が実施されました。五領小学校には濱田

高槻市長も来場され、ご挨拶がありました。また、それぞれ

の会場では、高槻市の五領方面隊（市職員で避難所開設を

担当される方）を加え、受付訓練、避難所運営訓練、ダンボ

ールベッド組立訓練等が行われ、スタッフも加え約 200 名弱

の参加者でした。 

五領地区独自の訓練として、避難訓練前に「安否確認タ

オル」を使って、「我が家は無事です」という意思表示を行う

訓練が実施されました。これは実際に災害が発生したとき、

効率的な救助活動につながり、実効性が高い訓練です。過

去の事例からも災害に対して、地域全体で取組むことが減

災につながっています。今後行われる安否確認や避難訓練

等には積極的に参加したいものです。 （H．U） 

 12 月 17 日（日）年末恒例の「ホワイトコンサート」が金光大阪中学校高等学校体
育館にて開催され、来賓の濱田市長からお祝いの言葉を頂き、華やかに開演いた
しました。   
演目は       

１．金光大阪高等学校チアリーダー部（GOLD FLASH）   
２．五領小学校１～６年生有志の合唱     
３．上牧小学校２年生の合唱  
４．金光大阪高等学校ダンス部 ｓｗａｇ    
５．五領中学校吹奏学部    
６．金光大阪中学校高等学校吹奏学部    

  
五領地区青  少年健全育成協議会の主催で、金光大阪中学校高等学校をはじめ色々な方た

ちのご協力得て今回も無事に開催されました。特に今年は２０回目と言う節目を迎
え、６１５名という大多数のお客様が来場されて、子供たちの清らかな歌声・軽快
な演奏・ダイナミックなダンスに感動の拍手の渦がたえず、最後には会場内の全
員で「３６５歩のマーチ」を元気一杯に合唱して終わりました。  
       
この「ホワイトコンサート」は五領地区の誇れる行事として根付いていてこれから

も２１回・・・３０回、５０回と続いて開催されることを願います。  

                                 Ｍ・Ｎ                   
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発行  ： 高槻・五領の環境と子どもの未来を守る会     

 代表  ： 上田 博夫 

 住所  ： 〒569-0003 大阪府高槻市上牧町１丁目 3-17 上牧公民館内     
 電話番号： 090-2283-1619 （村井） 

ホームページ ： https://takatsukigoryo-mamorukai.jimdofree.com/ 

を編集部 ： 
毎年 
 
  
次回「守る会」定例会は２０２4年 1月 27日 、第 4土曜日   

14：００～16：００、上牧公民館（上牧町本澄寺前）で開催します。 
連絡は、事務局村井（masa569@tcn.zaq.ne.jp）（090-2283-1619） 迄                                

五領・鵜殿写真情報  2023年 12月 20日他   撮影：大倉清教氏  

 大倉氏は淀川河川敷の鳥を中心に五領地区の自然を撮影しておられます。氏のホームペー
ジには毎日のように写真が掲載されます。 
 以下の写真は、氏の今月の Facebookより主に鳥の写真を転載させて戴いております。 

ホームページ ： https://www.facebook.com/Kiyonori.Ookura 

 

第１０回 NO２ の測定を実施    
１２月７日（木）18 時～８日（金）１８時まで、 第１０回 NO2 測定を４５か所で実施

す。   

オカヨシガモ マガモ ホシハジロ 

ぷくぷくスズメ おやっ！という顔のカワラヒワ コサギ 
⑪ アマサギ 

ペリカン目サギ科アマサギ属 

   

2019年頃から、鵜殿で見られなくなりました。 
（野鳥図鑑他より）名の由来は亜麻色か飴色か 
夏羽の亜麻色が特徴的なシラサギ。夏鳥として本

州以北に飛来するが、九州以南では多数が越冬す
る。他のサギ類と異なり、乾燥した草地、牧草地のよ
うな場所を好み、バッタなどの昆虫を捕食する。牧場
では家畜の背中に止まり、寄生虫を捕食する姿もよく
見かける。雌雄同色で、全身が白い。 

⑫ ヨシゴイ  
タカ目タカ科ハイタカ属  

 

2019年頃から、鵜殿で見られなくなりました。 
（野鳥図鑑他より）忍者のような日本最小のサギ 
 日本最小のサギ類。夏鳥として全国に飛来する。北
海道では少ない。水田、湖沼、沼などヨシ原がある環
境に生息することが和名の由来。主に待ち伏せ型の
狩りをし、小魚などを捕食する。雌雄ともに嘴は黄色
いが、上嘴は黒い。飛翔時、黒い風切りが目立つ。オ
スは頭長に青みがあり、首に１～２本の縦斑がある。 

  以下結びです・・・     by   大倉 

鵜殿で暮らす生物は、 

鳥も、草花も、虫たちも 

生態系の一部として 

互いに調和して生きている 

その生物多様性と 

四季折々に見る自然循環の 

証（あかし）としての 

「神秘」を見つめていたい 

そして、子どもたちに 

愛され、親しまれる 

この美しい自然環境を 

後世に守り伝えたい  

編集部：今年も一年が過ぎます。この“守る会ニュース”での今年一年の記事では、防災関係
が多く、地域活動としてヨシ笛サークル、メディアテーク関係と続きました。阪神淡路地震から早
２９年、記憶も遠くなり、知らない世代も増えています。今一度災害に向き会うことが大切です。 

大倉 清教氏  場内公民館で講演 
         「 野鳥の写真から学ぶこと 」 

 
１２月１９日、大倉清教氏が高槻市城内公民館で「野鳥の写

真から学ぶこと」と題して、四季折々の景色と動植物のスライド

150枚を用いて環境講座の講師をされました。 

 そして、鵜殿の自然の大切さを伝えられました。 

この記事は、大倉
氏の Facebook より

転載させていただ
きました 

教養 

https://takatsukigoryo-mamorukai.jimdofree.com/
mailto:masa569@tcn.zaq.ne.jp）（090-2283-1619

